
山地の日陰に生える多年草。細い根茎から直立する地下茎を出す。葉は卵形または三角状卵形で長さ2-

6cmになり、幅1-2.5cm、先は短くとがり、基部はくさび形に急に狭まって、0.5-3cmの柄となる。6-7月、上

部の葉腋に1-3個の花からなる2出集散花序をつくる。萼は鐘形で先は5裂し、白い軟毛が生え、裂片は卵

形で先が鋭くとがる。花冠は白色、内面無毛、長さ8-10mm。花糸は花筒から長く突き出る。

1914年に神戸市摩耶山で確認された標本があるが、その後、確認されていない。分布の西限。

－

EX

希少

■ 特記事項

■ 保護上の留意点

■ 種の概要

Pseudopyxis  heterophylla  (Miq.) Maxim.

観賞用等採取 特異な生態 分布の限界 ○

■ 県内分布

神戸市

■ 国内分布

本州（関東から近畿）

■ 選定理由

人為性 特殊性 学術性

生育環境破壊 特殊生育環境 特殊な分布

アカネ科

兵庫県ランク…シロバナイナモリソウ
環境省ランク… －


